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産学連携・共同研究イノベーションセンター及び関係機関の活動

　群馬大学産学連携・共同研究イノベーションセ
ンター昭和分室（以下、イノベーションセンター昭
和分室）は、産学連携でも特に医工連携に焦点
を絞り、その発展を図っています。まず、医学部
附属病院、医学系研究科、保健学研究科、生
体調節研究所、重粒子線医学推進機構で行われ
ている研究成果をシーズとして産業界とのマッチン
グを推進しています。最近のマッチング推進の成
果としては、保健学研究科の土橋教授が中心と
なった「アレルギー対策居住中の呼吸器・アレル
ギー疾患患者の気道炎症に与える効果の経時的
解析」、重粒子線医学研究センターの金井教授を
中心とした「重粒子照射装置に関する研究」、同
じく重粒子線医学研究センターの山田客員教授を
中心とした「重粒子線治療器群の効率的製造に
関する研究開発」などの共同研究の推進があげ
られます。このたび昭和キャンパスでの活動を本
格化させたイノベーションセンター群馬大学ＴＬＯの
早川知的財産コーディネーターにも一部協力をい
ただきながら、今後ますます前橋工科大学や地域
産業との連携を図る予定です。一方、創薬や医
療器具の開発推進を目指して、臨床試験部と協力
して、レギュラトリーサイエンスの推進を重点的に
行おうと考えています。

昭和分室の活動報告について

　また、イノベーションセンター昭和分室は、イノベー
ションセンター（桐生）の伊藤教授の協力のもと、
医工連携の教育推進にも貢献しており、医学系研
究科医科学専攻（博士課程）の医学基礎技術
実習の中で医工連携基礎実習授業開講の中心的
存在として活動しています。
　昭和分室の活動には、桐生のイノベーションセ
ンターや研究推進部医学系産学連携係との密な
連携が必要ですが、事務補佐員の石田さんがこ
の大役を一手に担うとともに、分室業務を行う際
の昭和キャンパスの職員と接する最前線ともなって
働いています。今後、白尾（昭和分室長）、早川
（TLO 知的財産コーディネーター）、小嶌（医学
系産学連携係長）、石田（昭和分室事務）の４
人を中心として、さらなる医工連携の発展を目指し
ていきたいと思っていますので、皆様のご協力をよ
ろしくお願いいたします。
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